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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　以上の内容をもつ申請論文について審査結果を記す。徐氏の学位申請論文「中国におけるキリスト教本色
化（土着化）運動――1920年代を中心に」は、先行研究との批判的な対論を通して、中国キリスト教史を全
体において見通す視点として本色化を提示し、本色化から中国キリスト教を歴史的・統合的に解明したこと
は学問的に高く評価すべき研究である。申請論文は、中国国内外におけるこれまでの広範な先行研究の全体
を踏まえつつ、方法論として歴史的・思想的・実践論的方法を提示し、1920年代の本色化運動の全体像を鮮
明に描き出している。特に第２章において新文化運動や少年中国学会の動向を視野に入れている点、また第
３章においては反キリスト教運動の展開過程を詳細に分析している点などは、歴史的研究として高く評価で
きる。さらに第５章における本色化運動の実践的展開についても、これまでの研究に欠けていた独自の実践
論的考察が窺うことができる。
　もっとも申請論文において、歴史的な考察における問題点がまったくないわけではない。たとえば、中国
のキリスト教史全体を本色化という観点から描き出す論述において、唐朝以降の景教やカトリックによるキ
リスト教の宣教の歴史を否定的に評価し、1920年代のプロテスタンの本色化運動を積極的に評価しているが、
どこまで両者の歴史的連続性があってそのように評価できるのか必ずしも十分に考察されているとは言えな
い。さらに公開審査の場において審査委員会が申請者と対論を試み、とりわけ思想的な考察をめぐってなお
考慮すべきと判断するのは以下の三点である。
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１．中国におけるキリスト教の本色化が、伝統的文化との対話と融合によって遂行されると指摘され、主要
な課題の一つとして儒教との対話が問題となっている。確かに儒教との思想的な対話として、誠静恰の「東
洋の孝親思想」や初期の呉雷川の思想において言及され、また実践面でも婚葬風習や讃美歌に論述されては
いるが、儒教の複合性を視野に入れて思想的に十分に掘り下げられて考察されてはいない。
２．1920年代の中国キリスト教における本色化論は、キリスト教思想一般の文脈においては欧米の自由主義
神学や社会的福音との影響関係が想定されている。その影響関係の思想的解明という点で、第一次世界大戦
前後の思想動向が反映しているとは言えず、従ってどのように批判的に受け止めて独自の展開を行ったのか
ということが解明されていない。
３．中国における本色化の具体的な展開において、民族主義あるいは国家主義という側面は救国思想や三自
愛国思想として積極的に展開されてきたと言える。しかしその民族主義あるいは国家主義が、特に多くの少
数民族を擁する今日の多民族国家中国においてどのような意義をもっているかという思想的課題については
論述されていない。
　しかし以上の諸点は、今後の研究課題と見なしうるものであって、申請論文の価値を損なうものではない。
既述のように、申請論文は、1920年代を中心とした中国におけるキリスト教本色化運動を歴史的・統合的に
解明した点にその学問的な価値が存する。序論においては研究史を踏まえて課題と方法論が明示され、全体
の論述も明瞭に構成されている。また、本論の各章の論述も説得的に展開され、結論として新たな学問的主
張が提示されている。以上により、申請論文について、学位論文としてふさわしいものであるとの判断を審
査委員会は下し、その旨ここに報告するものである。
